
 
 

 

 
 
 
 

北海道で初めての「ポジショニングで食べる喜びを伝える POTT(ぽっと)プログラム」の技術

伝承研修会です。適切なポジショニングは食事の自立、誤嚥予防、食事時間の短縮などの効果が期待できます。臨床

や教育現場で摂食嚥下障害のある方々へのケアで、基礎知識とスキルを向上させたい方のご参加をお待ちしています。 

 

【参加者の事前準備】 POTTプログラムホームページ http://pott-program.jp/ 閲覧 
参考図書：迫田綾子編集「図解 ナース必携 誤嚥を防ぐポジショニングと食事ケア」三輪書店、 2013 

服装：運動しやすい服装、ナースシューズまたは上履き 
持参物品：タオル、コップ、スプーン大小、弁当、飲み物 

【申込期限】 平成 29年 3月 10日(金) 必着 
【申込方法】 FAXまたはEmailにてお申し込みください。その際、｢お名前(ふりがな)｣｢ご所属・職種｣

｢ご連絡先(電話番号・Email)｣をお知らせください。参加申し込み完了の通知はいたしま

せんが、定員に満ちた場合にはお断りのご連絡をさせていただくことがございます。 

日時 平成２９年３月25 日（土曜日）10:30～17:00                   

会場 北海道医療大学 看護福学部棟 4 階｢ ｣･5 階｢ ｣ 

（石狩郡当別町金沢1757，JR 札沼線(学園都市線)｢北海道医療大学駅｣下車） 

定員 60名 (先着順)       参加費(資料代) 3,000円 

   第二部 【演習】 13:30～17:00 5階｢基礎看護学実習室｣  
ポジショニングで食べる喜びを伝えるPOTTプログラム 

POTTプログラム

主 催： 科学研究費助成事業｢基盤研究A(一般)｣(JP24249100)  

北海道医療大学看護福祉学部（研究代表者：山田律子） 

連絡先： 〒061-0293 北海道石狩郡当別町金沢1757 北海道医療大学看護福祉学部 

FAX: 0133-23-1575     Email: rich@hoku-iryo-u.ac.jp 

第一部 【講義】 10:30～12:30 4階｢N43教室｣  

誤嚥を防ぐポジショニングと食事・口腔ケア 
【講師】 日本赤十字広島看護大学 

       特任教授 迫田 綾子 先生 
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誤嚥予防と 
ポジショニング 摂食嚥下の 

メカニズム 
食事・口腔 
ケアの基本 

【指導】迫田綾子、竹市美加、近藤泰子他、摂食嚥下障害看護認定看護師   

POTTとは、ポジショニング技術を楽しく学び伝え合うために開発した教育プログラムです。主な技術
は、ベッド上および車椅子での食前、食事中、食後の姿勢調整と食事介助のスキルです。体験的に基礎か
ら学び合います。患者体験は、習慣的な看護を見直すきっかけにもなり、かつ看護の楽しさも体感します。 



FAX  0133-23-1575  または 
Email : rich@hoku-iryo-u.ac.jp　　 
締切日:　2017年		3月	10日(金) 

IN	

＊参加申込み完了の通知（返信）はいたしません。なお、定員の都合により、
お申込みをお断りさせていただく場合には、ご連絡させていただきます。	

お名前	 ご所属	 職種	

お名前(ふりがな) 	
ご所属・職種               	
ご連絡先	
[電話番号]	

●同伴者の⽅も、同時にお申込み頂けます	
 [Email]	

●参加者ご記⼊欄	

参加申込み用紙�

北海道医療大学看護福祉学部 
山田律子　宛	

⽇時：2017年３⽉25⽇(⼟)	10:30〜17:00	
場所：北海道医療⼤学	看護福福祉学部	4F	｢講義室N-43｣/5F｢基礎看護学実習室｣	
   （⽯狩郡当別町⾦沢1757，JR札沼線｢北海道医療⼤学駅｣下⾞) 

研修会「誤嚥を防ぐポジショニングと⾷事＆⼝腔ケア」	


